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相馬市民憲章 

美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 

とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 

報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 

豊かな相馬をきずこう。 

ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに 

一人一人の力をかたむけよう。 

全戸配布 

特別紙面編成版 

平成23年（平成22年分）の 
市県民税申告をされていない方へ 

東日本大震災により平成2 3年 3月 1 5 

日までに申告できなかった方は、下記の日 

程で申告を受付します。 

なお、所得税（国税）の衲付および還付 

申告となる場合は、相馬税務署（S3 6 — 

3111)での申告となります。 

•期間 5月 2 3日（月）〜 6月 1 7曰（金） 

※5月中は土日も受付しています。 

春 場 所 市 税 務 課 窓 口 

•持参するもの 

• 印鑑 

•収入がわかるもの=年金•給与などの源 

泉徴収粟、収入明細書など 

•経費がわかるもの=領収書など 

※営業、農業、不動産所得のある方は収支 

内訳書を作成しておいてください。 

•控除対象となるもの=医療費•社会保険 

料領収書、生命.地震保険料控除証明書な 

ど 

20歳以上65歳以下の方で収入が無い 

方は、市県民税の申告により世帯の所得状 

況によっては国民健康保険税、介護保険料 

などの軽減や減免の対象になることもあり 

ますので、無収入であっても申告可能な方 

はこの期間にお願いします。 

• 問 い 合 わ せ 先 市 役 所 1 階 税 務 課 市 民 

税 係 （ S 37 — 2 1 2 7 ) 
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市
か
ら
の
災
害
弔
慰
金 

市
で
は
、
平
成
2
3
年
東
日
本
大 

震
災
に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご 

遺
族
に
対
し
て
、
災
害
弔
慰
金
を 

支
給
し
ま
す
。 

•
支
給
の
内
容 

•
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
た
場
合 

=

邪
万
円 

•
そ
の
他
の
方
が
死
亡
し
た
場
合 

=
2
5
0
万
円 

•
対
象
と
な
る
方 

災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
方(

被 

災
時
に
相
馬
市
に
住
所
を
有
し
て 

い
た
方)
の
ご
遺
族
で
、
支
給
の 

範
囲
お
よ
び
順
位
は
原
則
次
の
と 

お
り
で
す
。 

た
だ
し
死
亡
し
た
方
の
収
入
に 

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
方 

が
い
る
と
き
は
、
支
給
順
位
が
変 

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

V
I
配
偶
者
、
？
子
、
5
父
母
、 

4
孫
、
5
祖
父
母 

※「

死
亡
し
た
方
の
収
入
に
よ
り 

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
方」

 

と
は
、
い
わ
ゆ
る
被
扶
養
者
で 

あ
り
、
所
得
税
法
上
の
控
除
対 

象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
と 

な
る
方
を
い
い
ま
す
。 

•
提
出
書
類 

•
災
害
弔
慰
金
に
係
る
受
領
申
出 

書 •
口
座
振
込
依
頼
書 

•
債
権
者
登
録
申
請
書 

•
受
領
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認
書 

類
の
写
し(

運
転
免
許
証
、
健
康 

保
険
証
、
年
金
証
書
な
ど)

 

•
死
亡
診
断
書(

検
案
書)

な
ど 

の
写
し(

相
馬
市
に
死
亡
届
を
提 

出
し
て
い
る
方
は
不
要
で
す)

 

•
申
請
者
の
振
込
口
座
の
通
帳
の 

写
し(

金
融
機
関
名
、
取
引
店
名
、 

カ
ナ
名
義
人
、
口
座
番
号
が
印
字 

さ
れ
た
も
の) 

※
上
記
支
給
順
位
の
1
か
ら
5
に 

該
当
す
る
方
が
亡
く
な
ら
れ
た 

方
と
別
世
帯
だ
っ
た
場
合
、
上 

記
に
加
え
て
生
計
同
一
に
関
す 

る
申
立
書 

•
受
付
開
始
5
月
比
日(

月)
 

か
ら 

•
注
意
事
項 

1
.「

当
該
死
亡
に
関
し
そ
の
方 

が
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
に 

よ
り
支
給
さ
れ
る
給
付
金
そ
の
他 

こ
れ
に
準
ず
る
給
付
金
で
厚
生
労 

働
大
臣
が
さ
だ
め
る
も
の」

が
支 

給
さ
れ
る
場
合
、
災
害
弔
慰
金
は 

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

(

警
察
表
彰
規
則
や
消
防
表
彰
規 

定
に
掲
げ
る
規
則
等
に
基
づ
き
支 

給
さ
れ
る
賞
じ
ゅ
つ
金
等)

 

後
日
、
電
話
な
ど
で
状
況
を
確 

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り 

ま
す
。 

2
.
災
害
弔
慰
金
を
受
け
取
る
こ 

と
が
で
き
な
い
遺
族
に
は
、
相
馬 

市
東
日
本
大
震
災
被
災
者
生
活
支 

援
金
等
支
給
条
例
に
基
づ
く
弔
慰 

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

3
.
お
申
込
か
ら
支
給
ま
で
は
、 

ご
遺
族
の
権
利
関
係
の
調
査
が
必 

要
な
た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
課 

(

S
M
2
1
7
1)

 



被害の状況と貸付限度額 

世帯主の1ヶ月以上の負傷 150万円以内 

家財の3分の1以上の損害 150万円以内 

住居が半壊の場合 170万円以内 

住居が全壊の場合 250万円以内 

住居が滅失•流失の場合 350万円以内 
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所得制限 

1人世帯 220万円未満 
2人世帯 430万円未満 
3人世帯 620万円未満 
4人世帯 730万円未満 

5人以上世帯 

730万円に一人増すごと 
に30万円を加えた額未満

c 

ただし、住居が滅失した 
場合にあっては、1,270万 
円未)商。 

福島県からのお知らせ 

警戒区域一時立ち入リ受付センター 

福島県では、福島第一原子力発電所から半径20 

Km圏内に設定された警戒区域への一時立ち入り 

について、避難者の皆さまの申込を受け付けるコー 

ルセンターを設置します。 

一時立ち入りを希望する場合は、「一時立ち入り 

受付センタ一」へご連絡くださし、。 

警戒区域一時立ち入リ受付センター 

• 受付毎日（土日祝含む） 8時〜 2 2時 

•フリーダイヤル0 1 2 0 — 2 0 8 — 0 6 6 

• 受付期間 5月 1 3日（金）〜 6月 1 2日（日） 

(
4
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方 

•
貸
付
条
件 

s

資
金
使
途=

住
居
の
補
修
、
家 

財
な
ど
の
更
新
ま
た
は
修
理
な
ど 

還
期
間
‘
.
=
1
3
年(

ぅ
ち
据
置 

期
間
6
年
。
世
帯
主
が
東
日
本
大 

震
災
で
死
亡
し
た
場
合
ま
た
は
住 

居
が
全
壊
し
た
場
合
な
ど
は
据
え 

置
き
期
間
は
8
年)

 

付
利
率=

年
利
ー
.
5
% 

(

据 

置
期
間
は
無
利
子
で
す)

 

還
方
法
卩
年
賦
ま
た
は
半
年 

賦(

延
滞
の
場
合
は
年
1
0
•
7
5
% 

の
割
合
で
計
算
し
た
違
約
金
が
発 

生
し
ま
す)

 

連
帯
保
証
人
※
を
立
て
る
方
は 

無
利
子 

※
連
帯
保
証
人
と
は
、
借
受
人
と 

連
帯
し
て
災
害
援
護
資
金
の
債 

務
を
負
担
す
る
こ
と
を
契
約
す 

る
人
を
い
い
ま
す
。 

そ
の
保
証
債
務
は
、
災
害
弔 

慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律 

施
行
令
第
十
条
の
規
定
に
よ
る 

違
約
金
を
包
含
す
る
も
の
と
し 

ま
す
こ 

•
申
請
に
必
要
な
も
の 

V
借
入
申
込
書 

V
り
災
証
明
書 

V
所
得
課
税
証
明
書(

世
帯
員 

全
員
分) 

•

平
成
2
1
年
に
相
馬
市
外
に
居
住 

し
て
い
た
方=

住
ん
で
い
た
市
町 

村
で
交
付
さ
れ
る
所
得
と
課
税
額 

の
両
方
が
分
か
る
証
明
書 

•
平
成
2
1
年
か
ら
相
馬
市
に
居
住 

し
て
い
る
方=
相
馬
市
交
付
の
所 

得
課
税
証
明
書 

•
医
師
の
診
断
書(
世
帯
主
に
負 

傷
が
あ
る
場
合)

 

•
災
害
状
況
調
書(

家
財
の
3
分 

の
1
以
上
の
損
害
の
み
の
場
合)

 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
社
会 

福
祉
課(

S
m
2
1
7
1)

 

開
場
し
て
い
ま
す 

相
馬
光
陽
パ
丨
ク
ゴ
ル
フ
場 

角
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
丨
卜 

相
馬
光
陽
パ
丨
ク
ゴ
ル
フ
場
と 

角
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
^
は
、
こ 

の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、 

休
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
5
月
1 

曰
よ
り
再
開
場
し
て
い
ま
す
。 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
せ
先
•
ス
ポ
丨
ツ
振 

興
課(

a
リ
2 
2 
7 
8)

 

•
相
馬
光
陽
パ
j
ク
ゴ
ル
フ
場 

(

0
2
6
8
0
0
9)

 

•
角
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
丨
ト
管
理 

棟(

a
%
5
9
0
1)

 

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
申 

込
を
受
け
付
け
ま
す 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
世
帯
主 

が
負
傷
し
た
世
帯
や
、
住
居.

家 

財
に
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
対
し 

て
、
次
に
よ
り
生
活
の
立
て
直
し 

に
必
要
な
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま 

す
。 申

込
人
は
、
被
害
を
受
け
た
世 

帯
の
世
帯
主(

主
と
し
て
そ
の
世 

帯
の
生
計
を
維
持
す
る
方)

で
す
。 

今
回
特
例
指
置
に
よ
り
、
災
害 

援
護
資
金
の
貸
付
を
受
け
ら
れ
る 

期
間
は
平
成
？3

年
3
月
U
曰
か
ら 

平
成
如
年
3
月
が
日
ま
で
と
な
り 

ま
す
。
ま
た
保
証
人
を
立
て
な
く 

て
も
よ
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

•
申
込
資
格 

次
の
3
か
ら
(
4
)
ま
で
の
条
件
を 

満
た
す
方 

311

災
に
よ
り
、
世
帯
主
が
負
傷 

し
た
世
帯
ま
た
は
住
居
•
家
財
に 

被
害
を
受
け
た
世
帯 

§
害
を
受
け
た
当
時
、
市
内
に 

住
所
が
あ
つ
た
方 

g
得
制
限
市
民
税
の
前
年
総 

所
得
額
で
左
表
の
と
お
り 

. -

貸 
付 
限 
度 
額 
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東
日
本
大
震
災
に
よ
リ
損
壊
し
た
家
屋
な
ど
の
撤
去 

市
で
は
今
回
の
津
波
で
損
壊
し 

た
家
屋
な
ど
を
、
行
方
不
明
者
捜 

索
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
場
所
か 

ら
順
次
、
撤
去
作
業
を
行
い
ま
す
。 

撤
去
作
業
で
は
倒
壊
や
流
出
し
た 

建
物
、
自
動
車
、
船
舶
な
ど
を
撤 

去
し
、
仮
置
き
場
へ
搬
出
し
ま
す
。 

な
お
、
一
定
の
原
形
を
と
ど
め 

て
い
る
建
物
は
、
所
有
者
の
意
向 

を
確
認
し
た
後
、
撤
去
作
業
を
行 

い
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
に
は
、
安
全
で
円 

滑
な
作
業
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ 

さ
い
ま
す
よ
ぅ
お
願
い
申
し
上
げ 

ま
す
。 

•
作
業
開
始
5
月
上
旬〜

 

•
対
象
区
域
東
日
本
大
震
災
に 

よ
つ
て
被
災
し
た
区
域 

•
撤
去
作
業
の
進
め
方 

《

建
物
、
自
動
車
、
船
舶
な
ど》

 

•
倒
壊
、
流
出
し
た
が
れ
き
状
態 

の
建
物=

所
有
者
の
承
諾
な
し
に 

撤
去
し
ま
す
。 

•
基
礎
と
建
物
が
定
着
し
、I

定 

の
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
建
物=

 

所
有
者
の
承
諾
を
得
て
解
体
撤
去 

し
ま
す
。 

•
自
動
車
卩
原
則
と
し
て
、
一
時 

仮
置
き
場
で
保
管
し
、
所
有
者
の 

求
め
に
応
じ
引
渡
し
ま
す
。 

•
船
舶
n
撤
去
に
際
し
破
損
し
て 

し
ま
ぅ
た
め
、
所
有
者
の
承
諾
を 

得
た
船
舶
は
仮
置
場
に
移
動
も
し 

く
は
解
体
し
ま
す
。 

《

動
産
な
ど》

 

撤
去
作
業
中
に
発
見
し
回
収
す 

る
動
産
な
ど
の
取
り
扱
い
は
、
次 

の
と
お
り
で
す
。 

•
貴
金
属
そ
の
他
有
価
物
な
ど=
 

警
察
署
へ
拾
得
物
と
し
て
届
け
ま 

す
。 

•
位
牌•

ア
ル
バ
ム
な
ど=

旧
相 

馬
女
子
高(

中
村
字
川
原
町)

で 

川
時〜

1
5
時
、
公
開
.
引
渡
し
て 

い
ま
す
。 

※
右
記
以
外
の
動
産
な
ど
は
、
撤 

去
し
ま
す
。 

•
そ
の
他 

〇
建
物
や
塀
の
基
礎
、
小
さ
い
が 

れ
き
類
や
ゴ
ミ
、
地
下
の
工
作
物 

な
ど
は
撤
去
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご 

了
承
く
だ
さ
い
。 

〇
捜
索
活
動
へ
の
協
力
の
た
め
、 

道
路
上
な
ど
の
が
れ
き
撤
去
は
、 

一
部
の
地
区
で
既
に
行
っ
て
い
ま 

す
。 

I

定
の
原
形
を
と
ど
め
て
い 

る
建
物
の
所
有
者
の
方
へ 

〇
一
定
の
原
形
を
と
ど
め
て
い
る 

建
物
の
所
有
者
は
、
問
い
合
わ
せ 

先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。 

•
解
体
撤
去
を
承
諾
す
る
か
否
か 

の
意
向
を
、
建
物
に
掲
示
し
て
い 

た
だ
き
ま
す
と
、
撤
去
作
業
が
円 

滑
に
進
み
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お 

願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
承
諾
書
と
引
換
え
に
ピ 

ン
ク
の
テ
^—

フ
を
お
渡
し
し
ま
す 

の
で
現
場
に
表
示
願
い
ま
す
。 

※
原
釜
.
尾
浜
地
区
は
、
行
方
不 

明
者
の
捜
索
の
た
め
建
物
の
一 

部
取
り
壊
し
な
ど
の
承
諾
書
を 

頂
い
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
承 

諾
を
も
つ
て
意
向
の
確
認
と
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

參
問
い
合
わ
せ
先 

•
建
物
の
解
体
の
受
付
窓
口=

都 

市
整
備
課(

S
m
2
1
6
0)

 

•
が
れ
き
、
汚
泥
撤
去
の
窓
口 
I 

土
木
課(

§
3
^
5
2 
1
5
8) 

•
自
動
車
、
船
舶
の
撤
去
窓
口 

=
 

生
活
環
境
課(

S
3
7
2
2
0
1)

 

I

下
水
道
使
用
料
と
集
落
排 

i

水
施
設
使
用
料
の
免
除 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
内
の 

方
の
平
成
m
年
3
月
分
の
下
水
道 

使
用
料
と
集
落
排
水
施
設
使
用
料 

を
免
除
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
震
災
に
よ
り
家
屋
な
ど 

に
受
け
た
被
害
が
大
き
く
、
水
道 

を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方 

は
、
平
成
M
年
4
月
か
ら
の
前
記 

使
用
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。 

以
下
の
方
々
の
使
用
料
の
算
定 

方
法
は
、
過
去
の
水
道
水
の
使
用 

実
績
を
基
に
、
通
常
使
用
さ
れ
る 

汚
水
量
を
予
測
し
て
、
そ
の
予
測 

汚
水
量
を
超
え
た
分
の
使
用
料
が 

免
除
と
な
り
ま
す
。 

•
給
水
管
の
破
損
に
よ
っ
て
漏
水 

し
た
方 

•
断
水
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
水 

道
水
を
提
供
し
、
普
段
よ
り
も
多 

量
に
水
道
水
を
提
供
さ
れ
た
方 

•
災
害
復
旧
の
た
め
、
通
常
よ
り 

も
多
量
に
水
道
水
を
使
用
し
た
方 

通
常
、
下
水
道
使
用
料
と
集
落 

排
水
施
設
使
用
料
は
、
水
道
料
金 

の
取
り
扱
い
と
同
様
と
な
り
ま
す 

が
、
平
成
？3

年
4
月
か
ら
の
使
用 

料
の
免
除
の
対
象
者
で
、
被
害
や 

避
難
状
況
な
ど
に
よ
り
実
情
と
異 

:
な
る
と
き
は
、
下
水
道
使
用
料
免 

除
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま 

^
9
0 詳

し
い
内
容
を
お
知
り
に
な
り 

た
い
方
は
、
2
0
1
1
年
4
月
号 

外
で
相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団 

よ
り
発
行
さ
れ
た「

す
い
ど
ぅ
だ 

よ
り」

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

•
下
水
道
課
業
務
係(

S 

リ 
2
1
6
5) 

•
下
水
道
課
集
落
排
水
係(

a
m 

2 

1 

5 

〇
} 

公
立
相
馬
総
合
病
院 

助
産
師
奨
学
生
を
募
集 

公
立
相
馬
総
合
病
院
で
は
、
助 

産
師
の
資
格
を
取
得
後
、
公
立
相 

馬
総
合
病
院
に
勤
務
を
希
望
す
る 

学
生
を
対
象
に
奨
学
金
を
貸
与
し 

ま
す
。 

•
募
集
人
員
2
名 

•
奨
学
金
額
月
額
川
万
円 

參
貸
与
期
間
1
年
間 

•
免
除
制
度
当
病
院
に
3
年
間 

以
上
勤
務
し
た
場
合
は
、
返
済
を 

免
除
し
ま
す
。 

•
募
集
期
間
5
月
比
日(

月)
 

—

6
月
1
0
日(

金)
 

•
申
込
み•

問
い
合
わ
せ 

公
立
相
馬
総
合
病
院
総
務
課(

a 

洗
5 
1 

o 

1)
 



相馬市からのお知らせを 

. ラ ジ オ で 放 送 し て い ま す . 

芒ラまさL1がUエフエム 

周波数：76.6 メガヘルツ 

放送時間：常時 

定時放送は9時、13時、17時 

国義援金•県義援金の配分申請の受付を行っています 

国義援金 

弔慰金 

配分額 対象者 申請できる方 

国義援金 

弔慰金 死亡者、行方不明者ともに、 
一人あたリ35万円 

平成23年3月11日に相馬市に居住して 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波により亡くなった方、または3力 
月間行方の分からない方のご遺族 

•直系の遺族（配偶者、 
子、父母、孫および 
祖父母） 
•直系の遺族がなく、 
兄弟姉妹が葬儀など 
を執行したときは、 
当該兄弟姉妹 

国義援金 

見舞金 

全壊 
全焼 

35万円/世帯 
対象世帯 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には、 
同一世帯の方 

国義援金 

見舞金 

全壊 
全焼 

35万円/世帯 

平成23年3月日に相馬市に居住して 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波によリ、住家が全壊または半壊し 
た世帯（借家やアパートなどで被災した 
世帯も対象となります） 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には、 
同一世帯の方 

国義援金 

見舞金 
半壊 
半焼 

18万円/世帯 
平成23年3月日に相馬市に居住して 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波によリ、住家が全壊または半壊し 
た世帯（借家やアパートなどで被災した 
世帯も対象となります） 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には、 
同一世帯の方 

県義援金 見舞金 —世帯当たり5万円 

平成23年3月日に相馬市に居住して 
いた方で、東日本大震災またはそれに伴 
う津波によリ、住家が全壊または半壊し 
た世帯（借家やアパートなどで被災した 
世帯も対象となります） 

原則として世帯主。 
世帯主が死亡または 
行方不明の場合には、 
同一世帯の方 

【受付時間】 

8時3 0分〜17時 

【受付場所】 

社会福祉課（市役所分庁舎1階） 

【問い合わせ先】 

社会福祉課（S3 7 — 2 2 0 4) 

表内下線部は新規追加事項です 
•配分方法 

現金支給（口座振込も可能です)。配分対象の可否は、「り災証明 

書」の内容などにより、市が認定します。 

※県の義援金は支給を開始していますが、国の義援金は、市へ入 

金され次第支給します。 

•持参するもの 

•印鑑V本人確認書類•通帳 

•記入事項 

申請書に被災時点の住所、申請時の住所、申請者名などを記入 

【日本財団からの弔慰金•見舞金を受けていない方へ】 

日本財団からの弔慰金•見舞金の支給曰については、後日お知らせします。 

(支給額は、死亡者、行方不明者ともに一人あたり5万円です） 
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•
申
込
方
法
所
定
の
受
講
申
込 

書
に
ご
記
入
の
上
、
市
役
所
健
康 

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
受
講
申
込
書
は
市
役
所
健
康
福 

祉
課
、
ま
た
は
市
の
ホ
丨
-
« 

ぺ 
一~

ジ
に
あ
り
ま
す
。 

※
受
講
を
希
望
す
る
に
あ
た
つ
て 

の
志
望
の
動
機
は
、
必
ず
記
入 

し
て
く
だ
さ
い
。 

畚

申

込

期

限

7

月

8

曰 

(

金)

必
着(

期
限
厳
守)

 

摩
受
講
生
の
決
定
申
込
者
全
員 

に
後
日
通
知
し
ま
す
。 

•
研
修
終
了
認
定
全
て
の
研 

修
を
終
了
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証 

明
書
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係(

a
M
2
1
7
4)

 

2
級
ホ 

^
ヘ
ル
パ
丨 

養
成
講
座
受
講
生
募
集 

市
で
は
、
2
級
ホ
 ̂

^
ヘ
ル 

パ
ー
養
成
講
座(

前
期
講
座)

の 

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。 

こ
の
講
座
は
、
介
護
に
対
す
る 

市
民
の
理
解
を
探
め
る
と
と
も
に
、 

必
要
な
知
識
と
技
能
を
有
す
る
介 

護
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
実 

施
し
ま
す
。 

着
実
施
期
間
8
月
2
曰(

火) 

〜

n
月
習(

木)
 

•
研
修
時
間
な
ど
^
講
義
5
2
時 

間
=
通
信
学
習
3
0
日
間
^
実
技
4
8 

時
間=

実
技
ス
ク
ー
リ
ン
グ
1
1
日 

間
^
>
実
習
3
0
時
間
=
5
曰
間
>
計 

卻
時
間=

牝
日
間 

•
募
集
定
員g

名 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
試
験 

に
よ
る
選
考
を
行
い
ま
す
。 

(

7
月
1
5
日
市
役
所
分
庁
舎
2
階 

第
2
会
議
室
で
実
施
予
定) 

•
募
集
対
象
者
相
馬
市
に
注 

所
を
有
し
心
身
と
も
に
健
康
な
方 

で
、
介
護
サ
I
ビ
ス
事
業
に
勤
務 

し
て
い
る
方
、
勤
務
す
る
こ
と
が 

確
定
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
勤
務 

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
。 

•
受
講
経
費
2 
5
’ 
o
o
o
円 

(

テ
キ
ス
ト
代
、
副
教
材
費
含
む) 

※
交
通
費•

昼
食
代•

健
康
診
断 

料
は
別
途
個
人
負
担
で
す
。 



fc::... …'…..：.. 
内容 ,J-nr . 

1回 5月25日（水） 健康 
妊娠中の生活 
妊婦体操（実技） 

2回 6月1日（水） 栄養 
妊娠中の栄養 
(調理実習） 

3回 6月8曰（水） 出産 
お産のすすみ方 
産後の生活 

4回 6月12曰（曰） 保育 
赤ちゃんの育児 
まとめ 

説明会開催日程表 

月 曰 午前（11時〜12時） 午後（14時〜15時) 

5月16日（月） 

はまなす館に 

避難されている方 

向陽中に 
避難されている方 

5 月17 日...(火） 
はまなす館に 

避難されている方 

スポーツアリーナそうまに 

避難されている方 

5月18日’::{水） 

はまなす館に 

避難されている方 

中村一中•中村ニ中に 

避難されている方 

5月1 9日（木) 
中村一小•飯豊小に避難 

されている方 

中村ニ小に 

避難されている方 

5月20日（金） 

飯豊地区（程田、大曲、 

新田、柏崎、岩子、南飯渕、 

百槻、馬場野）の方 

— 

5月23日（月） 
中村東部地区（原釜、尾 

浜）の方 
磯部地区（蒲庭、磯部）の方 

.S月24日..{火） 

中村中部地区 

(新沼、北小泉、和田、 

本笑、小泉（山田)、北飯渕、 

塚ノ町、沖ノ内）の方 

日立木地区 

(日下石、立谷、赤木、柚木） 

の方 

5 月 25 日
:
,：（7j<) 

中村西部地区 
(表西山、西山、中村、 

中野、小泉）の方 

山上地区 
(山上、粟津）の方 

5月26曰.(木） 

八幡地区 
(今田、成田、坪田、富沢） 

の方 

玉野地区 
(玉野、東玉野）の方 

5月27曰’(金） 
大野地区（石上、塚部、 

椎木、大坪、初野、 

黒木、小野）の方 

— 

*会場スペースの関係上、5月16日（月）〜5月19日（木）は避難所に 

避難されている方を対象とします。 
その他の方は、できるだけ各地区の指定日にお越しいただきますようお 

願いします。 
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は
ぐ
く
み
教
室
開
催 

心
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も 

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

ぅ
に
、
は
ぐ
く
み
教
室
を
開
催
し 

ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く 

交
流
し
、
学
び
あ
い
ま
し
よ
ぅ
。 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

•
場
所
保
健
セ
ン
タ
丨 

•
受
付
時
間
9
時
1
5
分〜

9 

時
M
分 

相
馬
税
務
署
か
ら 

震
災
に
伴
ぅ
所
得
税
減
免 

に
つ
い
て
の
説
明
会
開
催 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を 

受
け
ら
れ
た
皆
様
方
に
、
心
か
ら 

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
m
年
4
月
"
日
に
震
災
特 

例
法
が
施
行
さ
れ
、
東
日
本
大
震 

災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
に
つ
き 

ま
し
て
は
、
税
務
署
に
手
続
き
す 

る
こ
と
で
、
所
得
税
に
つ
い
て
、 

f
f
i
還
付
ま
た
は
減
免
を
受
け
ら
れ 

る
場
合
や
、
(
!
)
震
災
に
よ
り
被
っ 

た
損
失
を
翌
年
に
繰
り
越
す
こ
と 

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

税
務
署
で
は
こ
の
よ
ぅ
な
所
得 

税
の
減
免
手
続
き
の
説
明
会
を
、 

左
の「

説
明
会
開
催
日
程
表」

の 

と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

な
お
、
他
の
税
目
に
つ
い
て
も 

特
例
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
の 

で
、
詳
し
く
は
相
馬
税
務
署
に
お 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
場
所
振
興
公
社
ビ
ル
6
階 

第
一
一
会
議
室(

中
村
字
塚
ノ
町
6
5 

l
e(

J
R
相
馬
駅
と
な
り
、
福 

島
交
通
相
馬
営
業
所
よ
り
徒
歩
3 

分) 車
で
お
越
し
の
方
は
、
法
務
局 

西
側(

元
ア
ル
プ
ス
電
気
南
側)

 

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
税
務
署 

(

S
3
6
3
1
1
1)

自
動
音
声
で 

ご
案
内
し
ま
す
の
で「

0」

番
を 

押
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当
の
職
員 

が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

•
開
催
時
間
9
時
3
0
分〜

。
時 

4
5
分(

た
だ
し
、
2
回
目
の
み
口 

時
ま
で) 

•
受
講
料
無
料 

*
1
、
3
回
目
は
、
体
操
の
で
き 

る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

*
2
回
目
は
、
調
理
実
習
と
な
り 

ま
す
の
で
エ
プ
ロ
ン
を
お
持
ち 

く
だ
さ
い
。 

*
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち 

く
だ
さ
い
。 

*
ご
家
族
も
一
緒
に
ご
参
加
く
だ 

さ
い
。 

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン 

タ
丨
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
。 

開
催
日
が
日
曜
の
場
合
、
都
合 

で
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま 

す
の
で
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
丨
へ
、 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

次
回
の
は
ぐ
く
み
教
室
は
、
8 

〜

9
月
コ
丨
ス
で
す
。
詳
し
く
は
、 

8
月
1
日
号
広
報
紙
掲
載
予
定
で 

す
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
保
健 

セ
ン
タ 

I (

S
3
5
4
4
7
7)

 



津波で流出した写真や 

位牌などの公開•引渡し 

今回の津波により流出した写真アルバムや書 

籍、位牌などを公開し、持ち主の方に引渡して 

います。 

自衛隊や警察、消防団の皆さんに被災地から 

拾い集めていただいた品を、できるだけ綺麗な 

状態にして公開しています。 

ぜひご覧いただき、思い出の品をお持ち帰り 

ください。 

肇公開場所旧相馬女子高校（中村字川原町） 

畚公開時間 1 0時〜 1 5時（土日 •祝日も公開 

しています） 

書問い合わせ先 

災害ボランティアセンター（S3 6 - 7 8 2 7-

3 6 — 7 9 4 2) 

災害ボランテイアの写真洗淨作業の様子 

H23. 5 . 1 5広報そうま© 

探
し
て
い
ま
す 

古
い
郷
土
資
料 

相
馬
は
、
古
い
歴
史
と
文
化
. 

伝
統
に
育
ま
れ
て
き
た
城
下
町
で 

す
。
そ
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に 

正
し
く
伝
え
る
た
め
、
図
書
館
で 

は
開
館
以
来
あ
ら
ゆ
る
郷
土
資
料 

を
収
集
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
中 

に
は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に 

毛
筆
で
書
か
れ
た
世
界
に
一
冊
し 

か
な
い
貴
重
な
古
文
書
な
ど
も
あ 

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
収
蔵
資
料
が
、 

<
<
7
日
で
は
図
書
館
最
大
の
特
徴
に 

な
つ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
原
本
が
無
く
、
や
む 

を
え
ず
複
製(

コ
ピ—

)

し
た
も 

の
も
あ
り
、
中
に
は
存
在
す
ら
把 

握
で
き
て
い
な
い
資
料
も
あ
る
と 

|

思
わ
れ
ま
す
。 

や
は
り
資
料
の
収
集
に
は
、
み 

な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情
報
が 

と
て
も
重
要
で
す
の
で
、
郷
土
資 

料(

特
に
昭
和
四
年
の
合
併
前) 

を
お
持
ち
の
方
、
ご
存
知
の
方
は 

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
図
書
館(

a 

リ
2
6
3
0) 

チ
ヤ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ 

新
規
出
店
希
望
者
受
付
中 

相
馬
駅
前
、
振
興
ビ
ル
1
階
に 

あ
る
チ
ヤ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、 

新
規
事
業
者
の
起
業
を
支
援
.
育 

成
す
る
た
め
に
、
市
が
月
1
万
円 

の
賃
貸
料
で
3
ケ
月
間
ス
ぺ
丨
ス 

を
提
供
し
ま
す
。 

実
際
に
お
客
さ
ま
と
の
や
り
と 

り
を
通
じ
て
店
舗
経
営
の
ノ
ウ
ハ 

ウ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

随
時
、
出
店
希
望
者
を
受
け
付 

け
て
い
ま
す
。(

八
ス
お
申
し
込 

み
さ
れ
る
と
7
月
以
降
の
出
店
と 

な
り
ま
す) 

「

店
舗
経
営
を
や
っ
て
み
た
い 

け
ど
、
方
法
が
分
か
ら
な
い」

、 

「

新
た
に
お
店
を
は
じ
め
て
み
た 

い
！」

と
い
ぅ
方
、
お
気
軽
に
お 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
出
店
予
約
状
況 

•
4
月〜

6
月=

出
店
中 

•
7
月〜

9
月=

募
集
中 

•
川
月〜

じ
月=

募
集
中 

•
問
い
合
わ
せ
先
商
工
振
興
課 

(

3
3
7
2 
1
5 

4)
 

交
通
遺
児
奨
学
生
募
集 

(
財)

交
通
遺
児
育
英
会
で
は
、 

今
年
度
の
奨
学
生
と
来
年
度
の
予 

約
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

•
応
募
資
格 

©
保
護
者
な
ど
が
交
通
事
故
で
死 

亡
、
ま
た
は
重
い
後
遺
障
害
の
た 

め
に
働
け
な
い
な
ど
、
経
済
的
に 

修
学
が
困
難
な
生
徒•

学
生(
申 

込
時
2
9
歳
ま
で
の
人) 

©
保
護
者
が
車
両
に
乗
っ
て
、
津 

波
•
地
震
に
ょ
り
死
亡
、
ま
た
は 

重
い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け
な 

い
な
ど
、
経
済
的
に
修
学
が
困
難 

な
生
徒
.
学
生
。(

保
護
者
が
車 

両
に
乗
っ
て
出
か
け
た
ま
ま
行
方 

不
明
に
な
っ
た
場
合
も
、
事
情
に 

ょ
つ
て
は
採
用
い
た
し
ま
す) 

《

本
会
の
規
定
す
る
後
遺
障
害
と 

は
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法 

施
行
令
別
表
第
1
及
び
別
表
第 

2
の
第
1
級
か
ら
第
7
級
ま
で 

の
障
害
で
す
。(

身
体
障
害
者 

福
祉
法
の
第
1
級
か
ら
第
4
級 

が
ほ
ぼ
こ
れ
に
相
当
し
ま
す) 

•
奨
学
金 

•
高
校•

高
専=

月
額
2〜

4
万 

円 •
大
学
•
短
大
、
専
修
•
各
種
学 

校=

月
額
4〜

6
万
円 

•
大
学
院=

月
額
5〜

1
0
万
円 

•
入
学I

時
金 

•
高
校•

高
等
専
門
学
校=

Q 2 

6
0
万
円 

•
大
学
.
短
大
、
専
修
•
各
種
学 

校
卩
如〜

8
0
万
円 

•
進
学
準
備
金 

•
高
校
奨
学
生
で
か
つ
大
予
.
専 

予
決
定
者
=
4
0〜

叨
万
円 

•
利
子
無
利
子 

•
返
済
最
終
学
校
卒
業
後
6
か 

月
据
ぇ
置
い
て
か
ら
2
0
年
以
内
の 

割
賦
返
済 

•
応
募
期
限
高
校
•
大
学
•
大 

学
院
の
区
分
ご
と
に
応
募
期
限
が 

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。 

•
受
付
時
間
9
時〜
1
7
時
洳
分 

(

土
、
曰
、
祝
祭
日
、
本
会
の 

休
業
日
を
除
く) 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先 

(

財)

交
通
遺
児
育
英
会 

•
直
通(

S
0
3
I
3
5
5
6 

0
7
7
3)

 

•
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル 

〇
1 

2 
o
i 

5
2 

1
2
8
6 

〒
ー
o 
2
, 

0
0
9
3
東
京
都
千 

代
田
区
平
河
町
2
-
. 
6 
i
, 
I
I
平
河 

町
ビ
ル
3 
F 

•
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ
ア
ド
レ
ス 
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t
t
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r
/
/
w
w
w
.
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「おでかけミニバス」を運行しています 

3月11日に発生した東日本大震災の影響により運休し 

ていました「おでかけミニバス」の運行は5月2日から再 

開しています。震災前とくらべ、一部運行ルートの変更. 

運休がありますので、ご理解とご協力をお願レ、します。 

詳細は、お問い合わせください。 

相馬市おでかけ応援事業 

1おでかけs ニノ xスi 

現在運行しているルー卜 

曜日 ル——卜 

月曜日 
大坪•塚部•石上ルー卜 

月曜日 
小野•初野•黒木ルート 

火曜曰 山上•粟津ルート 

水曜日 八幡ルート 

木曜日 曰立木ル一ト 

金曜日 柚木•磯部•飯豊ルート 

土曜日 
— 

土曜日 
— 

春問い合わせ先企画政策課（電話37-2132) 

※柚木.磯部.飯豊ルートの停車場所、時刻、経路は一部 

変更しています。 

※震災前、土曜日に運行していた「飯豊•和田•新沼ルー 

ト」と「原釜•尾浜•本笑ルート」は、道路事情により、 

当分の間運休します。 

※玉野地区は、現在運行している「患者バス」 

かけミニバス」としてご利用できます。 

を「おで 

O広報そうまH 2 3 . 5.15 

高
校
在
学
中
の
交
通
遺
児 

に
支
援
金
を
支
給 

市
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
交 

通
遺
児
な
ど
の
高
校
生
活
を
支
援 

す
る
た
め
、
次
に
よ
り
、
支
援
金 

を
支
給
し
ま
す
。 

•
対
象
者
次
の
条
件
を
す
べ
て 

満
た
す
方
を
扶
養
し
て
い
る
方
。 

•
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方 

•
1
8
歳
未
満
の
高
等
学
校
、
高
等 

専
門
学
校
ま
た
は
特
別
支
援
学
校 

高
等
部
に
在
学
す
る
方 

•
交
通
遺
児
ま
た
は
交
通
事
故
で 

父
母
な
ど
が
重
度
の
後
遺
障
害
者 

と
な
ら
れ
た
方 

®

支
給
額
ー
人
年
5
万
円 

•
申
請
に
必
要
な
も
の 

•
支
援
金
交
付
申
請
書(

生
活
環 

境
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す)

 

•
交
通
事
故
証
明
書 

•
高
校
、
高
専
の
在
学
証
明
書 

•
印
か
ん 

•
金
融
機
関
名
と
口
座
番
号
の
わ 

か
る
も
の 

#
申
込
期
限
6
月
1
0
日(

金)
 

•
申
込
•
問
合
せ
先
生
活
環
境 

課(

s
3
7
2
1
4
4) 

民
間
賃
貸
住
宅
紹
介
窓
口 

被
災
者
に
対
す
る
行
政
サ
丨
ビ 

ス
の
一
環
と
し
て
福
島
県
の
民
間 

借
上
げ
賃
貸
住
宅
の
制
度
が
5
月 

1
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。 

被
災
者
の
方
が
不
動
産
会
社
を 

一
件
一
件
回
る
ご
苦
労
を
考
慮
し 

て
、
福
島
県
と
協
定
を
結
ん
で
い 

る
次
の
団
体
が
コ
^—

ル
セ
ン
タ
^—

 

を
設
置
し
ま
し
た
。
被
災
者
向
け 

に
空
室
を
扱
つ
て
い
る
会
員
企
業 

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

•
団
体
名
社
団
法
人
全
国
賃 

貸
住
宅
経
営
協
会 

•
問
い
合
わ
せ
先
災
害
時
住
宅 

支
援
セ
ン
タ
丨
受
付
窓
口 

(

S 

〇
1 
2 
o 
—
—
9 
6 
o 
i 
o 
〇 
3 

)
 

接
続
後
、
音
声
案
内
に
従
い 

「

0
0
0
9
9」

を
入
力
し
て
く 

だ
さ
い
。 

向
け
メ
丨
ル
医
療
相
談 

レ
ス
キ
ュ
^—

3
1
で
は
、
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
医
療
従
事
者
に
よ
る
、
被 

災
者
向
け
メ
丨
ル
医
療
相
談
を 

行
つ
て
い
ま
す
。 

「

体
の
不
調
を
感
じ
る
け
ど
、
お 

医
者
さ
ん
が
と
て
も
忙
し
そ
ぅ
な 

の
で
、
遠
慮
し
て
るI、

「

子
ど
も 

の
様
子
が
気
に
な
る
け
ど
、
お
医 

者
さ
ん
に
相
談
す
る
ほ
ど
で
も
な 

い
よ
う
な
気
が
し
て
、
躊
躇
し
て 

る」

、「

避
難
所
の
あ
の
ひ
と
、
大 

丈
夫
か
な
、
気
に
な
る
な」

と
い 

う
方
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い 

•
メ
丨
ル
医
療
相
談
方
法 

1
.
ま
ず
、i
n
f
o
@
3
1
 
ler.jD

 

へ
空
メ
丨
ル
を
送
つ
て
く
だ
さ
い
。 

2
.
す
ぐ
に
相
談
粟
が
送
ら
れ
て 

き
ま
す
。
そ
の
相
談
粟
に
記
入
し 

て
、
メ
丨
ル
で
返
信
し
ま
す
。 

3
.
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
医
者
さ 

ん
や
医
療
者
の
み
な
さ
ん
が
、
栢 

談
粟
を
見
て
相
談
に
応
じ
て
く
れ 

ま
す
。 

4
.
相
談
の
返
事
が
、
直
接
メ
丨 

ル
に
届
き
ま
す
。 

※
相
談
は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
丨
ル
、 

携
帯
メ
^—

ル
の
ど
ち
ら
か
ら
で 

も
可
能
で
す
。
携
帯
電
話
の
場 

合
、@

3
1
l
e
r
.
j
p

か
ら
の
メ
ー 

ル
を
受
け
と
れ
る
よ
う
に
設
定 

し
て
く
だ
さ
い
。 

※
相
談
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
医 

療
従
事
者
が
お
応
え
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
回
答
に
時
間
が
か
か 

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
急
ぎ 

の
方
は
、
医
療
機
関
で
の
受
診 

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

•
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジh

t
t
p
:
/
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H23. 5.15広報そうま@ 

《6月の健診•相談会など》 会場保健センター（ S 35-4477) 

実施曰 受付時間 事 業 名 対 象 児 

6 月 3 日 （ 金 ） 12 ： 30 〜 1 3 ： 00 9〜 1 0か月児健診 平 成 2 2 年 8 月 生 ま れ 

6 月 9 日 （ 木 ） 13 ： 0〇〜13 ： 30 1歳6か月児健診 平成 2 1年 1 1月生まれ 

6月10曰（金） 12 ：15 〜1 2 ： 45 3〜4か月児健診• BCG接種 平 成 2 3 年 2 月 生 ま れ 

6月14曰（火） 9 ：15 〜 9 ： 40 1歳児むし歯予防教室 平 成 2 2 年 4 月 生 ま れ 

6月16曰（木） 13 ： 00 〜13 ： 30 3歳児健診 平成2 0年2月生まれ 

6月17日（金） 13 ： 3〇〜16 ： 30 言語相談会※ 就学前の幼児（予約制） 

6月21日（火） 9 〜 9 ： 45 育児相談会 希望者（乳幼児） 

※お子さんに、ことばが遅い、発音が気になるなど 

の心配がある場合は、専門の相談員が相談に応じます。 

定員が1回あたり3〜4人のため予約制となります。 

相談をご希望の方は、事前に保健センターにご連絡く 

ださい。 

• 申 込 • 問 い 合 わ せ 先 保 健 セ ン タ 一 （ 0 35-4477) 

休日当番医 

5月15日（日） 杉 本 医 院 ： 小 泉 字 高 池 | 3 6 - 3 6 5 0 

5月22曰（曰） あらき産婦人科クリニック 馬場野字山越 35-0303 

5月29日（日） すぎやまこどもクリニック丨大曲字大毛内 26-5111 

※診療時間は9:00〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相 馬 中 央 病 院 （ S 36-6611) 

休曰歯科当番医 

5月15日旧) 門馬歯科医院 _中村字北町 3 6 - 4 1 8 2 

5月22日（曰） 山下歯科医院 |原釜字大津 | 3 8 - 6
4 9 7 

5月29曰（曰) 八 巻 歯 料 医 院 ： 中 村 1 丁 目 35-3061 

※診療時間は9:00〜16:00 

•前回の 3歳児健診で、むし歯のなかったお子さんは、 

1 8名でした。 

H—fc尖さん KM MBK. 
はjしヽよしひさ てらしまかれん 

寺島楓恋さん 

齒 ' 観 さ ん 觀さん 縫 総 さ ん ISィ•さん 

揚 議 さ ん ィ — A各蚤さん EM i"!さん 
は ん ふ う か 

繩 纖 さ ん fc石さん _ 纏 さ ん i i 籠さん 

串藻堯衣さん iさん 

• 4月の3歳児健診で、むし歯のなかったお子さんは、 

2 6名でした。 

km理矣さん 縣 藤 ん m i M苹さん DJP堯iさん 

Mm編さん 攝 縫 さ ん Mi羅さん mi mth 
ホ髮ゐMth ms?議さん 薪崩南ィ1桑さん M i ft旄さん 

# ¥ 秦 杏 さ ん 
なかむらそらみち 

野金&さん 1 8 4去さん 

i 練 ん 佐藤幸樹さん 漏 磁 さ ん 職 4 & さ ん 

会±1由矢4さん 5 E 編さん 志賀鈴さん 命命笑裙さん 

ii左iさん 卷 痛 さ ん 

みんな素晴らしいね、むし歯セロ、歯磨き頑張ろう 

東曰本大震災での死亡者数など（5月5日現在） 

相馬市民の死亡者数 4 1 3 人 

相馬市民の行方不明者数 5 8 人 

避難所の避難者数（8力所） 1,022 人 

6 月定例教育委員会の開催 

傍聴を希望する方は事前にお問レ、合わ 

せください。 

春 曰 時 6 月 7 日 （ 火 ） 1 3 時 3 0 分 

春場所中央公民館（予定） 

教育部総務課( 1 1 37 2 1 8 3) 

_ 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で
お 

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相 

談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で 

も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ 

さ
い
。 

•
日
時
平
日
.
1
4
時〜

1
9
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第
ー 

会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

•
後
援
相
馬
市
四
団
体
協
議
会 

(

司
法
書
士
会•

行
政
書
士
会
. 

土
地
家
屋
調
査
士
会•

税
理
士 

会)
 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け 

し
ま
す
。(

S
m
2
2
0
6)
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